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２月１日号 №1196H ITA

02　平成31年日田市成人式
06　認知症を地域で支えよう
08　平成31年度　税の申告
10　市政情報ピックアップ
12　第39回日田おおやま梅まつり
　　 ／｢日田市シルバー人材センター｣
　　 の愛称を募集します！
13　日田ジビエキャーンペーンin福岡
14　くらしの情報／人権コラム

18　まちの話題
22　日田市の財政推計
24　ＨＩＴＡＪＩＮ
　　 ／地域おこし協力隊活動
25　図書館に行こう／心の架け橋
26  ２月の元気な日田っ子集まれ！
27　児童館・支援施設２月の主な催し
28　地震災害に備えて万全な準備を！

　１月13日、パトリア日田
で、平成31年日田市成人式
が行われました。
　新成人の皆さん、おめでと
うございます！今後のご活躍
を期待しています。
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新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
、

１
月
13
日
、
パ
ト
リ
ア
日
田
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
色
鮮
や
か
な

振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
な
ど
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
い
、
友
と
の
再

会
を
喜
び
合
い
、
旧
交
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
６
７
６
人

が
対
象
で
、
う
ち
６
０
４
人
が
出
席

し
、
節
目
の
日
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
原
田
啓
介
市
長
が
「
成

人
を
迎
え
、
法
律
的
に
も
新
た
な
権
利

と
義
務
を
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
社

会
の
構
成
員
の
一
員
と
し
て
、
自
覚
と

責
任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
人
生
の

大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
二
十
年
間
の
中
で
世
の
中
は
、
目
ま

ぐ
る
し
く
進
展
・
転
換
を
繰
り
返
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
多
事
多
難
な
時
代
の

中
に
あ
っ
て
、
本
日
こ
の
会
場
に
集
ま

ら
れ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
元
気
で

若
々
し
い
姿
、
お
顔
を
拝
見
す
る
と
き

「
よ
く
ぞ
立
派
な
若
者
に
成
長
し
て
く

れ
た
」
と
感
謝
し
た
い
思
い
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
皆
さ
ん
に
明
日
へ
の
希
望

を
託
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
日
田
市

に
生
ま
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
が
未
来
に
〝
夢
と
希
望
〞
を
抱

き
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
ま
い
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
新
成
人
を

激
励
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
地
区
の
代
表
者
に
成
人

証
書
が
授
与
さ
れ
、
二
十
歳
の
決
意
発

表
や
市
民
憲
章
朗
読
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

成人式とは、
「おとなになったことを自覚し、
みずから生き抜こうとする青年を
祝いはげます（国民の祝日に関す
る法律）」ことを趣旨に、各地で
開催されます。

※

一
部
抜
粋
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。

代
表　

　櫻
木
　翔
太
郎
さ
ん

代
表　

　梶
原
　こ
こ
ろ
さ
ん

2019. 2. 1　広報ひた広報ひた　2019. 2. 1 23



た
い
が

ぐ
ん

司
会
者

　
　藤
井
　み
の
り
さ
ん

司
会
者

　
　楢
原
　太
我
さ
ん

市
民
憲
章
朗
読

　
　森
　航
平
さ
ん

市
民
憲
章
朗
読

　
　坂
本
　和
佳
さ
ん

の
ど
か

ピ
ア
ノ
演
奏
（
国
歌
・
市
歌
）

　
　宮
崎
　胡
桃
さ
ん

く
る
み

ピ
ア
ノ
演
奏
（
独
唱
）

　
　大
谷
　ひ
な
た
さ
ん

独
唱　

　髙
倉
　群
さ
ん
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～認知症の人とその家族が、
　　　　　住み慣れた「ひた」で安心して暮らし続けるために～

認
知
症
は
脳
の
病
気

　
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く

な
っ
た
た
め
に
、
様
々
な
障
害
が
起

こ
り
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
支

障
が
出
て
い
る
状
態
が
お
よ
そ
６
か

月
以
上
継
続
し
て
い
る
状
態
が
認
知

症
で
す
。

認
知
症
は
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
切

　
認
知
症
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
、
脳
血
管
性
認
知
症
、
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭
型

認
知
症
」
な
ど
原
因
に
よ
っ
て
分
け

ら
れ
ま
す
が
、
適
切
な
治
療
を
早
い

段
階
か
ら
行
う
こ
と
で
、
症
状
が
改

善
し
た
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
で

き
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
症
状
や
予
防
、
対
応
方

法
な
ど
認
知
症
に
対
す
る
基
礎
知
識

を
学
習
す
る
講
座
で
す
。
現
在
、
日

田
市
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
６

６
２
６
人
い
ま
す
。
（
平
成
30
年
12
月

末
現
在
）

　
10
人
程
度
の
人
数
が
集
ま
れ
ば
、

自
治
会
・
企
業
な
ど
で
も
無
料
で
講

2025年の日本では高齢者の
５人に１人が認知症になるといわれています。

認知症の人とその家族が、住み慣れた日田で
安心して暮らし続ける取組をお伝えします。

もしものとき、あなたの周りで起こるかもしれない・・・

ネットワーク訓練
　認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地域づくりを目指し、認知症の人が
行方不明になったことを想定した「ＳＯＳネットワーク行方不明者捜索模擬訓練」が開催されました。
　訓練では、認知症行方不明者役の人が地区内を歩き、認知症サポーターである石井小学校の児童や地域の人
たちが声をかけて困りごとを解決しました。また、認知症の理解を深めてもらうためのチラシを配付し、認知
症の人とその家族を優しく見守っていくことができる地域づくりに取り組みました。

師
を
派
遣
で
き
ま
す
。
是
非
、
講
座

を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
緊
急
連
絡
票
の
事
前
登
録

　
認
知
症
に
よ
っ
て
行
方
不
明
の
可

能
性
が
あ
る
人
は
、
緊
急
の
連
絡
先

や
予
想
さ
れ
る
捜
索
範
囲
な
ど
を
分

か
る
よ
う
事
前
に
市
に
登
録
を
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
を

　
認
知
症
の
知
識
や
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と

め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
認
知
症
支
援
の

手
引
き
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
長
寿
福
祉

課
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▲登録者には
　見守り
　キーホルダー
　を配布します！

問長寿福祉課長寿福祉係☎㉒８２９９（市役所１階）

認知症早期発見チェックシート

□物の名前が出てこなくなった
□同じことを行ったり聞いたりする
□しまい忘れ・置き忘れが目立つ
□財布などを盗まれたと人を疑う
□料理、片付け、運転などのミスが多くなった
□新しいことが覚えられない
□テレビ番組の内容が理解できなくなった
□約束の日時や場所を間違えるようになった
□慣れた道でも迷うことがある
□ささいなことで怒りっぽくなった
□周りへの気遣いがなくなり頑固になった
□外出時、持ち物を何度も確かめる
□下着を替えず、身だしなみを構わなくなった

　若年性認知症とは
　65歳未満で認知症を発症し
た場合を「若年性認知症」とい
います。若年性認知症の初期段
階では「物忘れ」がほとんど目
立たない場合があり、うつや体
調不良と間違われやすい症状が
あります。また、この世代は、
働き盛りで経済的な問題や介護
の負担などが大きくなることも
あります。

最近よく聞く

隈庄手・竹田・
田島・豆田
光岡・三花・小野・
大鶴・朝日・夜明
五和・高瀬・三芳・
西有田・東有田
天瀬・大山・
上津江・中津江・前津江

中ノ島町

日ノ出町

石井町１丁目

天瀬町桜竹

☎㉓２５５２

☎㉖００３６

☎㉒０２４８

☎57９０１２

中央地域包括支援センター

西部地域包括支援センター

東部地域包括支援センター

南部地域包括支援センター

センター名 住所 担当地区 電話番号

■相談機関市民公開講座
認知症をまなぼう！ part３
■とき　　２月28日㈭ 
　　　　　午後６時30分～８時30分
　　　　　（午後６時から開場）
■ところ　パトリア日田　大ホール
■映画　　認知症と向き合う（東映（株））
■講演　　認知症を考える
　　　　　～お口の健康は生きる喜び～　
■講師　　堀部晴美 先生
　　　　  福岡医療短期大学教授（歯科衛生学科）

■専門医療相談（大分県認知症疾患医療センター）
　上野公園病院　☎㉓６６０３

入場無料 予約不要 気になることがある場合は、抱え込まずに下記に早めに相談をしましょう。

～進めよう 地域の声かけ・見守り・支えあい～　in 五和地区

　　 声のかけ方
・まずは見守る
・ゆっくり近づき、目線を合わせ、優しく話す
・できるだけ一人で声をかける

～参加者の声～

認知症普及啓発のためのチラシと
声をかけてくれて「ありがとう」カードの配付

今後もいろんな地域で訓練を開催しようと思います。
みなさんも是非、訓練に参加してみませんか？

実行委員長
五和地区自治会理事　森山謙二 氏

認知症についていろんな情報を聞く中、他人事ではないと
思い、今回訓練を開催しました。訓練によって、多くのこ
とを学び、今後、地域の人たちと学習会や訓練に積極的に
参加しなければならないと強く思いました。

この記事に関するお問い合わせは、地域包括支援センター又は
長寿福祉課にお問い合わせください。

チェックして
みましょう
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大山振興局（中会議室）
前津江振興局（１階会議室）
天瀬公民館五馬分館（大会議室）
天瀬公民館東渓分館（大会議室）
東有田公民館（２階洋室）
天瀬振興局（本庁舎１階会議室）
西有田公民館（多目的ホール）
大鶴公民館（会議室）
上津江振興局（２階会議室）
夜明公民館（１階会議室）

時　間場　所開催日

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時
午前９時30分～正午

午後１時30分～４時

午前10時～午後３時
午前９時30分～正午

午後１時30分～４時

午前10時～午後３時
午前９時30分～正午

午後１時30分～４時

三芳公民館（学習室）
中津江振興局（１階会議室）
若宮公民館（研修室（和室））
朝日公民館（多目的ホール）
高瀬公民館（図書室）
光岡公民館（学習室）
日隈公民館（和室）
小野公民館（研修室）
五和公民館（学習室）
三花公民館（和室）

場　所開催日

12日㈫

14日㈭

15日㈮ 午前10時～午後３時
午前９時30分～正午

午後１時30分～４時

午前９時30分～正午

午後１時30分～４時

時　間

■提出場所　市役所１階　税務課市民税係
■窓口受付時間
　平日　午前８時30分～午後５時税の申告

２月28日㈭まで申告受付期限

　市では所得や控除の申告が必要と思われる人に、市県民税
申告書を１月30日付けで送付しています。申告書が届いた人
は、必ず提出してください。

※全ての詳細は市ホームページで確認、又は税務課市民税係か申告
相談会場でお問い合わせください。

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

平成31年度

■市県民税申告が必要な人
　平成31年１月１日現在、市内に住所（居住）があり、前年中に下記の所得があった人
①営業、農業、不動産などの所得があった人
②給与所得者で次に該当する人
・勤務先から市に給与支払報告書が提出されていない人
・退職し、再就職していない人（年末調整が未済、控除などの追加がある人）
・給与所得以外に他の所得がある人
③給与所得者や年金受給者で、各種所得控除を市県民税の申告書で申告する人

■申告に必要なもの
□印鑑
□マイナンバー（個人番号）が確認できる書類（マイナンバーカードなど）
□本人確認書類（運転免許証、パスポートなど）　
□平成30年中の所得が分かるもの（給与又は年金の源泉徴収票、給与明細書など）
□各種所得控除を申告する場合　
・社会保険料や生命保険料、地震保険料などの領収書、支払証明書（原本）
・障害者手帳、療育手帳、長寿福祉課が発行する障害者控除等認定証などの証明書
・医療費等の明細書等　※明細書は、市ホームページからダウンロ－ドできます。

　確定申告書や市県民税申告書の提出をする場合は、
ワンストップ特例制度は適用されません。改めて寄附
金控除を受けるための申告をする必要がありますの
で、ご注意ください。
※申告には寄附金の受領書等が必要になります。

※土・日曜日、祝日を除く。

ー市県民税ー

・年末調整済み（１か所からの給与のみ）

所得金額より控除が多い（所得税が課税さ
れない）

所得金額より控除が少ない（所得税が課税
される）

日田市在住の親族の税法上の扶養になっている

・税法上の扶養になっていない
・日田市以外の親族の税法上の扶養になっている

給与収入以外の所得が20万円以下

・年末調整の内容に変更がある
・医療費控除を受ける
・雑損控除を受ける
・副業の給与収入が20万円を超える
・年末調整が済んでいない
・給与収入が２千万円を超える
・給与収入以外の所得が20万円を超える

年金収入のみで148万円（65歳未満は98万
円）以下

年金収入のみで148万円（65歳未満は98万
円）超え400万円以下で控除を追加する

年金収入が400万円以下で他の所得（20万
円以下）がある

年金収入以外の所得が20万円を超える
（年金収入に関係なく）

年金収入のみで400万円を超える

主に年金収入

収入なし 住民税申告

申告不要

申告不要

申告不要

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

主に給与収入

事業所得（農業、営業など）、
不動産所得、雑所得、
一時所得、利子所得、
配当所得、総合譲渡所得

非課税収入のみ（遺族年金、
障害年金、失業給付金など）

・住宅借入金等特別控除（初年度）　　　・譲渡所得（土地・建物）
・先物取引の雑所得　　　　　　　　　　・株式等の譲渡所得
・上場株式などの配当所得　　　　　　　・山林所得

　簡易に判断する場合のフローチャートで自分の申告を確認してみましょう。
※納め過ぎた所得税の還付申告を受ける場合は、下表に関わらず確定申告が必要です。
※確定申告が不要な場合もあります。　

２月
開催

■申告相談会の日程・会場
　市県民税の申告のために、各振興局や地区公民館で申告相談会を開催します。市県
民税の申告書を提出する人や申告書は送られてきていないが申告する必要がある人、
その他申告に関する相談のある人は、必要な書類等を持参の上、お越しください。

■ふるさと納税ワンストップ特例制度
を申請した人はご注意ください！

※年齢は平成31年１月１日現在です。

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
日
田
市
に
住
ん
で
い
た
。

日
田
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■申告フローチャート

平
成
30
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

はい

い
い
え

■受付期間
　２月18日㈪～３月15日㈮（土・日曜日を除く）
　午前９時～午後４時
■受付場所
　日田税務署（市役所横）
※詳細は下記に
　お問い合わせください。

問日田税務署☎㉓２１３６

確定申告会場は
日田税務署です！

所得税の確定申告はお早めに

スタート

※咸宜、桂林、田島地区の人は、随時、市役所１階税務課市民税係にお越しください。
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●2019年度地域おこし協力隊・集落支援員募集
日田市地域おこし協力隊員

▼対象者（次の全てに該当する人）
①2019年４月１日時点の年齢が、22歳以上50歳未満
の人（在学者を除く）
②現在、都市部や地方都市に在住しており、採用後に
市内に生活拠点を移し、住民票の異動ができる人
（Ｕターン可）
③地域の元気創造や地域振興など、社会貢献度の高い
活動を希望する人で、将来にわたって、日田市に住
み続ける意向がある人
④普通自動車免許及び活動に使用できる車両を持ち、
実際の運転経験が１年以上ある人

▼募集数と主な活動内容
【地域支援型】以下の地域で活動する人を募集します
　天瀬・中津江地区（各１人）、上津江地区（２人）
【活動限定型】以下の活動をする人を募集します
　奥日田観光、鯛生金山関係、農業関係、カフェ運
営、商店街発展、ドローン活用（各１人）

日田市集落支援員

▼対象者（次の全てに該当する人）
①募集地域に居住している人、又は居住したことがあ
る人で、日田市に住民票を有している人
②地域の伝統や風習になじんでおり、集落の実情や地
理に詳しい人
③地域振興に意欲があり、住民や行政職員及び地域おこ
し協力隊員と十分にコミュニケーションが取れる人

④普通自動車免許及び活動に使用できる車両を持ち、
実際の運転経験が１年以上ある人

▼募集数と主な活動地域　
　天瀬・大山・前津江・中津江・東有田・小野・五和
地区（各１人）

問まちづくり推進課地域活動支援係☎㉒８３５６（市役所６階）

地域おこし協力隊・集落支援員共通事項
■身分　市長が、「地域おこし協力隊員」若しくは「集
落支援員」として委嘱します。
　市職員として採用するものではありません。
■活動期間　委嘱した日から2020年３月31日まで。
　最長３年まで延長することができます。
■活動時間　月150時間
■報償　月額18万円（賞与、退職金はありません）

■申込先　
　〒８７７‐８６０１（住所記載不要）
　まちづくり推進課地域活動支援係
■申込期限　２月22日㈮（必着）
※応募書類に必要事項を記入の上、郵送で上記申込先に提出
してください。応募書類は市役所６階まちづくり推進課又
は各振興局に備え付けている他、市ホームページからもダ
ウンロードすることができます。

　今年も２月15日から３月31日まで天領日田おひなまつり
が開催されます。期間中、下記の時間は豆田地区の上町通り
と御幸通りが一方通行になりますのでご協力ください。

▼交通規制期間
　２月16日㈯・17日㈰・23日㈯・24日㈰
　３月２日㈯・３日㈰・９日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰
　・21日㈷

▼時間　午前10時～午後５時
上町通り

花月川花月川

天領日田
資料館

御
幸
橋

一
新
橋

豆田
郵便局

大分
銀行

港町
市営駐車場

港町
市営駐車場

城内川城内川

御幸通り

●豆田地区の交通規制
天領日田おひなまつり

問日田市観光協会　☎㉒２０３６
　観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

▼対象（市内に住民登録をしている人）
①次の年齢になる人
・昭和28年４月２日生～昭和29年４月１日生まれの人（65歳）
・昭和23年４月２日生～昭和24年４月１日生まれの人（70歳）
・昭和18年４月２日生～昭和19年４月１日生まれの人（75歳）
・昭和13年４月２日生～昭和14年４月１日生まれの人（80歳）
・昭和 ８年４月２日生～昭和 ９年４月１日生まれの人（85歳）
・昭和 ３年４月２日生～昭和 ４年４月１日生まれの人（90歳）
・大正12年４月２日生～大正13年４月１日生まれの人（95歳）
・大正 ７年４月２日生～大正 ８年４月１日生まれの人（100歳）
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト
　免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害がある人
　（身体障害者障害程度等級表１級相当）
※今までに肺炎球菌ワクチンを接種したことがある人は対象外です。

▼接種期間
　平成30年４月１日～平成31年３月31日まで

▼自己負担額　2,340円（診察のみの場合は910円）
※対象者で生活保護を受けている人又は直近の住民税が非課税世帯の人は無料
です。その場合、証明書が必要ですので、生活保護を受けている人は社会
福祉課、市民税非課税世帯の人は税務課で証明書を取得し、予防接種を受
ける際に医療機関に提出してください。

　（非課税証明書は各振興局等でも取得できます。印鑑を持参してください）

▼持参するもの　
①個別通知に同封した予診票
②本人確認できるもの
　（健康保険証など）
③保護証明書・非課税証明書
　（該当する人のみ）
④身体障害者手帳など
　（該当する人のみ）
※県外の医療機関で受ける場合は、個別
の手続きが必要ですので、事前にお
問い合わせください。

●市営住宅の入居者を募集

問建築住宅課住宅係☎㉒８２１８（市役所５階）

▼入居資格
　次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居している
人や暴力団員の人は申込みできません）

①特に住宅に困っている人
※持ち家のある人は申込みできません。
②市税等の滞納がなく、これまでに市営住宅の明渡し
請求を受けたことがない人
③世帯全員の年間所得合計金額が189万６千円以下で
あること

※条件によっては、所得の上限が緩和されることがあります。
④同居の親族がいる人

▼申込方法
　右記又は各振興局に備付けの申込用紙で申込み

▼申込期限　２月14日㈭　午後５時

３ＤＫ
３ＤＫ・２ＤＫ

８
３

一般向
一般・母子向

三芳
豆田

桃山
丸ノ内

地区 住宅名 空家戸数 間取り 摘要

▼募集する住宅

▼公開抽選日・会場
　２月28日㈭　午前９時30分～　市役所７階　中会議室
※各振興局管内の住宅及び刃連町住宅で空室となっている住宅
は随時募集しています。詳細は市ホームページを確認、又は
各振興局や下記にお問い合わせください。

▼

交通規制図
※詳細は広報ひた２月１日号に同封している天領日田おひなまつり
　パンフレットをご覧ください。

私たちと一緒に活動しませんか？

※詳細は市ホームページ又は右記二次元コード
　をご確認ください。

市政情報ピックアップ

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう 平成30年度対象者は３月31日まで

　高齢者肺炎球菌ワクチンが定期予防接種として行われています。実施医療機関については、健康保険課又は各医療
機関にお問い合わせください。なお、予防接種を受けることについては、それぞれ個人で判断してください。受診す
る場合は、かかりつけ医と相談し、事前予約を行ってください。
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問日田市シルバー人材センター愛称募集係☎㉔７６７６
　商工労政課雇用・労働環境係☎㉒８２３９（市役所３階）

　日田市シルバー人材センターは、多くの人に会員となって
活躍してもらえることを目的に愛称を募集します。これから
も地域の皆様に愛され、親しまれる団体となるよう、素敵な
愛称をお待ちしています。
　

■応募方法
　①愛称、②愛称の簡単な説明、③氏名、④年齢、⑤性別、
⑥住所、⑦電話番号を明記のうえ、郵便、メール、ファッ
クスのいずれかで申込み

■選考方法　選考委員会によって１作品を決定

■発表
　採用された愛称は、４月30日㈫までに応募者に直接連絡
※採用者には賞状と副賞を贈呈します。
※決定後「広報ひた」で、採用された愛称の発表を行います。

■応募先
　〒８７７-００１２
　日田市淡窓１丁目１-１
　（公社）日田市シルバー人材センター宛
　　hita＠sjc.ne.jp　　㉔１７１２

■応募締切　３月20日㈬

「日田市シルバー人材センター」の愛称を募集します！

 「梅の里おおやま」では、毎年２月中旬から３月中旬
にかけて約１万本の梅の花が見頃を迎え、山全体が白や
淡いピンク色に染まります。
　期間中は梅園を開放していますので、大山の春を満喫
してください。

【シルバー人材センターとは】
60歳以上の健康な人が、

今までの知識・経験を生かして
働ける場を提供します！

問大山まつり実行委員会事務局（大山振興局内）☎52３１０１

第39回日田おおやま第39回日田おおやま第39回日田おおやま

まつりまつりまつり

　おおくぼ台梅園メーンイベント　
■とき　３月３日㈰　午前10時～
　梅娘認証式、豊作祈願祭、餅まき、野点、
　アトラクション、出店　など

　ふるや台梅園イベント
■とき　３月10日㈰　午前11時～
　アトラクション、抽選会、出店　など

２月17日㈰～３月17日㈰
■ところ　おおくぼ台梅園、ふるや台梅園　
２月17日㈰～３月17日㈰
■ところ　おおくぼ台梅園、ふるや台梅園　
２月17日㈰～３月17日㈰
■ところ　おおくぼ台梅園、ふるや台梅園　

【梅まつり期間開催しているもの】
・フォトコンテスト
・ウォール大山ライトアップナイト（大山ダム堤体）

猟師・秋好純一さん上津江獣肉処理施設の熟成室（チルド）

※ジビエとは、狩猟で得た天然の野生鳥獣の食肉を意味するフランス語です。

　日
田
市
ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
で
は
今
年
も「
ひ

た
ジ
ビ
エ
」を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
福
岡
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　日
田
の
自
然
の
中
で
育
ち
、上
津
江
の
獣
肉
処

理
施
設
で
丁
寧
に
処
理
さ
れ
た
鹿
と
猪
の
お
肉

は
、福
岡
の
お
店
で
も
大
好
評
で
す
。
20
店
舗
の

料
理
人
さ
ん
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
ジ
ビ
エ
料
理
を
求
め
て
訪
れ
る
お
客

様
も
多
く
、福
岡
な
ど
都
市
圏
の
ジ
ビ
エ
ブ
ー
ム

の
盛
り
上
が
り
を
感
じ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　是
非
福
岡
に
美
味
し
い
ジ
ビ
エ
料
理
を
食
べ

に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

問日田市ジビエ推進協議会（林業振興課有害鳥獣対策係内）☎㉒８２１２

※詳細は下記にお問い合わせください。

・
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博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
前
津
江
町
の
自
然
‐
豊
か
な
自
然
と
そ

の
魅
力
‐
展
　

■
と
き
　
２
月
２
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈷
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
休
館
日
は
月
曜
日
。
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
、
翌
日
休
館
）

■
と
こ
ろ
　
博
物
館

■
入
館
料
　
無
料

②
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　

　
２
月
の
テ
ー
マ
は
「
葉
脈
標
本
づ
く

り
」
で
す
。

■
と
き
　
２
月
16
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

住
宅
セ
ミ
ナ
ー

住
宅
に
ま
つ
わ
る
神
様
の
お
話

■
と
き
　
２
月
23
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

■
参
加
費
　 

無
料

※
詳
細
は
（
公
社
）
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支

部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支
部

　
☎
㉔
６
０
２
２

　
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
訓
練

 
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
‐

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
を

使
用
し
た
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
放
送
を
実

施
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
20
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

■
放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。
」

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
　

問
防
災
・
危
機
管
理
課

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

移
住
奨
励
金
の
申
請
お
忘
れ
な
く

　
日
田
市
に
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
に
転

入
し
た
人
に
、
移
住
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

■
対
象

・
Ｕ
タ
ー
ン
者
（
過
去
に
５
年
以
上
継
続

し
て
日
田
市
に
住
民
登
録
し
て
い
た

人
）
が
い
る
転
入
世
帯

・
若
者
（
申
請
時
点
で
39
歳
以
下
の
人
）

が
い
る
転
入
世
帯

※
転
入
し
た
世
帯
の
中
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
い
な

い
場
合
、
申
請
時
点
で
39
歳
以
下
の
人
が
い

な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
奨
励
金
の
額
　

・
Ｕ
タ
ー
ン
世
帯

　
一
人
２
万
円
（
世
帯
上
限
５
万
円
）

・
若
者
世
帯

　
一
人
５
万
円
（
世
帯
上
限
10
万
円
）

■
条
件

・
世
帯
全
員
が
転
入
前
の
直
近
５
年
以
上
、

日
田
市
以
外
に
住
民
登
録
し
て
い
た
こ
と

・
転
勤
や
福
祉
施
設
入
所
な
ど
の
一
時
的

な
転
入
で
は
な
い
こ
と

・
５
年
以
上
日
田
市
に
住
む
こ
と
　
な
ど

■
申
請
期
限
　
転
入
日
か
ら
１
年
以
内

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

大
分
県
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
開
始

　
大
分
県
交
通
災
害
共
済
の
平
成
31
年
度

加
入
申
込
み
を
２
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
交
通
災
害
共
済
は
一
人
年
間
３
６
０
円

の
掛
金
で
、
万
一
の
時
に
お
互
い
に
助
け

合
う
制
度
で
す
。
日
田
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
れ
ば
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
自
治
会
を

通
し
て
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
内
容

を
確
認
の
上
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
掛
金
を
添
え
て
班
長
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

※
市
民
課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
で
申

込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

最
低
賃
金
の
確
認
を

　
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、
使

用
者
は
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

大
分
県
の
最
低
賃
金
は
、
平
成
30
年
10
月

１
日
か
ら
１
時
間
７
６
２
円
に
改
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
産
業
別
最
低
賃
金
も
同
年

12
月
25
日
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
別

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
労
働
局
最
低

賃
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
　
　

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

　
日
田
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
㉒
６
１
９
１

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
品
下
見
会

　
公
売
す
る
物
品
（
動
産
）
の
下
見
会
を

行
い
ま
す
。
直
接
確
認
で
き
る
の
は
下
見

会
の
み
で
す
。
ま
た
、
公
売
物
品
は
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
19
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
公
売
予
定
物
品
　
書
籍
、
皿
、
壺
な
ど

■
公
売
へ
の
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://koubai.auctions.yah
oo.co.jp

）
か
ら
申
込
み

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
２
月
15
日
㈮

　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
14
日
㈭
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

ひ
た
の
恋
恵
販
売
受
付

■
販
売
物
　
袋
詰
肥
料
15
キ
ロ
グ
ラ
ム

■
成
分
　
窒
素
３
・
３
％
、
リ
ン
酸
５
・
０
％
、

カ
リ
ウ
ム
０
・
５
％
未
満

■
販
売
手
数
料
　
１
袋
50
円

■
申
込
方
法
　
は
が
き
で
申
込
み

※
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
昼
間

の
連
絡
先
）
、
申
込
数
量
（
1
世
帯
20
袋
ま

で
）
を
記
入
。

※
電
話
及
び
来
所
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
送
付
先
　
〒
８
７
７
‐
０
０
７
７

　
南
友
田
町
６
５
１

　
日
田
市
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限

　
２
月
15
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

■
販
売
方
法
　
申
込
み
順
に
販
売

※
電
話
で
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
引
き
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

※
１
日
の
生
産
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
数
か

月
〜
１
年
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
４
７
２

骨
髄
バ
ン
ク
の
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
を
支
援
し
ま
す

　
骨
髄
等
の
提
供
を
行
っ
た
人
（
ド
ナ

ー
）
と
そ
の
人
が
勤
め
る
事
業
所
に
助
成

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額
（
１
回
に
つ
き
）

・
ド
ナ
ー
　
14
万
円

・
事
業
所
　
７
万
円

■
申
請
期
限

　
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し
た
日
か
ら
90

日
以
内
、
又
は
３
月
末
日
の
い
ず
れ
か

早
い
日
ま
で

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
平
成
30
年
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童

手
当
を
２
月
５
日
㈫
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、
支
払
が
差
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
平
成
30
年
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
特
別

障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
２
月

８
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

病
児
・
病
後
児
保
育

２
０
１
９
年
度
事
前
登
録
の
ご
案
内

　
病
気
の
子
供
を
一
時
的
に
預
か
る
病

児
・
病
後
児
保
育
室
は
、
市
内
に
３
か
所

あ
り
ま
す
。
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。

■
対
象
児
童 

・
病
児
保
育
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
又

は
保
護
者
が
市
内
に
勤
務
す
る
、
お
お

む
ね
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
児
童

・
病
後
児
保
育
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

お
お
む
ね
生
後
３
か
月
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
児
童

■
申
請
手
続
　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

登
録
申
請
書
を
左
記
に
提
出

※
登
録
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
２
月
８
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
伊
東
薬
局
本
店

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

協
会
け
ん
ぽ
日
田
出
張
窓
口
を

閉
鎖
し
ま
す

　　
窓
口
閉
鎖
の
た
め
協
会
け
ん
ぽ
の
各
種

申
請
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
閉
鎖
日
　
２
月
28
日
㈭
　

※
詳
細
は
全
国
健
康
保
険
協
会
大
分
支
部
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
大
分
支
部

　
☎
０
９
７
‐
５
７
３
‐
５
６
３
０

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
出
産

準
備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
３
月
１
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
３
月
８
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
等

③
と
き
　
３
月
15
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
の
お
話
等

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
②
は
午
後

７
時
〜
９
時
。

（
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
27
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
１
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

■
申
込
期
限
　
２
月
22
日
㈮

※
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

離
乳
食
教
室

　
生
後
５
〜
９
か
月
の
乳
児
の
保
護
者
を

対
象
に
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
６
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
数
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
同
伴
の
人

は
見
学
と
試
食
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
25
日
㈪

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

くらしの情報次回の広報ひた２月15日号は、２月15日㈮に発送します。Information ２.１　 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

高
齢
者
の
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

合
同
発
表
会

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
室
や
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
で
、
1
年
間
練
習
、
修
練
し
た
高
齢

者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
披
露
す
る
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
23
日
㈯
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
内
容
　
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
カ

ラ
オ
ケ
、
地
区
代
表
芸
能
団
な
ど 

※
ロ
ビ
ー
で
は
、
各
教
室
の
作
品
や
市
老
連
活

動
写
真
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２
１
２
３

木
育
講
演
会

　
身
近
な
木
に
親
し
み
、
触
れ
る
こ
と
で

木
や
森
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
き
っ
か
け

作
り
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で

は
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い
る
木
製
お
も
ち

ゃ
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
６
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
演
題
　
「
人
と
木
と
の
関
わ
り
の
大
切

さ
の
再
検
討
」

■
講
師
　
熊
本
大
学
教
育
学
部
　
副
学
部

長
・
教
授
　
田
口
浩
継 

氏

■
参
加
費
　
無
料

※
下
記
に
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
ル
ー
ム
の
利
用
も
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
募
集
数
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

　
　
㉒
８
２
４
６

　
★rinsei@

city.hita.oita.jp

市
民
活
動
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け

事
業
計
画
の
作
成
講
座

　
地
域
課
題
の
解
決
を
行
う
市
民
活
動
団

体
の
運
営
に
か
か
せ
な
い
事
業
計
画
作
成

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
13
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

■
講
師
　
戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

　
新
見
泰
之 

氏

■
申
込
期
限
　
２
月
12
日
㈫

※
申
込
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

　
共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

親
子
で
楽
し
む
！
ゲ
ー
ム
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

　
小
学
３
年
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）
を

対
象
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
教
材
Ｃ

ｏ
ｄ
ｅ 

Ｍ
ｏ
ｎ
ｋ
ｅ
ｙ
（
コ
ー
ド
モ
ン
キ

ー
）
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
本
格
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

■
募
集
数
　
親
子
５
組

■
参
加
費
　
無
料

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
貸
出
有
り
。

■
講
師
　
Ｅ
Ｃ
カ
フ
ェ
大
分

※
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

植
樹
祭
参
加
者
募
集

　
福
岡
都
市
圏
の
水
瓶
で
あ
る
上
流
域
と

下
流
域
の
市
民
が
交
流
を
行
い
、
水
源
林

を
守
り
育
て
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て

相
互
理
解
を
深
め
る
も
の
で
、
田
来
原
美

し
い
森
づ
く
り
公
園
の
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
23
日
㈯
　
午
前
11
時
15
分
〜

■
と
こ
ろ
　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
２
月
20
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
52
３
１
０
１
（
大
山
振
興
局
内
）

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

募
集
説
明
会

　
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
新
た
に

募
集
す
る
た
め
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
研
修
会
議
室

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
地
方
創
生
推
進
課
創
生
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

昔
の
街
並
み
・

川
の
風
景
写
真
を
募
集

　
「
筑
後
川
１
０
０
年
史
」
の
制
作
に
向

け
、
筑
後
川
流
域
の
街
並
み
や
川
の
風

景
、
川
や
水
に
関
わ
る
生
活
の
様
子
な
ど

の
写
真
を
募
集
中
で
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
限
　
２
月
28
日
㈭

※
申
込
等
詳
細
は
筑
後
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
（
一
社
）
北
部
九
州
河
川
利
用
協
会
筑

後
川
流
域
写
真
係
（
一
宮
・
古
賀
）

　
☎
０
９
４
２
‐
３
４
‐
６
７
３
３

　
都
市
整
備
課
地
域
整
備
係

　
☎
㉒
８
３
２
５
（
市
役
所
５
階
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目
　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大

工
、
左
官
、
木
工
）

■
募
集
条
件
　
建
築
職
人
を
目
指
す
人
　

　
（
性
別
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
訓
練
期
間
　
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
授
業
料
　
月
額
５
０
０
０
円

■
募
集
数
　
15
人
程
度

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈰

※
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
又
は
日
田
共
同
職
業

訓
練
協
会
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
藤
原
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
０
‐
４
６
５
９

　
日
田
共
同
職
業
訓
練
協
会
（
坂
本
）

　
☎
０
９
０
‐
３
０
１
０
‐
２
７
９
７

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
３
回
大
肥
郷
麦
踏
み
交
流
フ
ェ
ス
タ

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
〜

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学

校
）
及
び
周
囲
の
麦
畑

問
夜
明
交
流
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
16
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
桂
林
公
民
館
　
集
会
室

□
参
加
費
　
９
０
０
円

　
（
資
料
代
・
保
険
料
含
む
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
☎
０
９
０‐

５
９
３
０‐

２
９
１
０

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
〜
子
供
の
金
銭
感
覚
を
養
う

お
小
遣
い
の
渡
し
方
、
モ
ノ
の
与
え
方
〜

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
咸
宜
公
民
館

問
家
庭
倫
理
の
会
日
田
市
子
育
て
委
員
会

　
☎
０
８
０‐

１
７
２
４‐

３
９
８
３

「
折
り
紙
」
で
世
界
の
な
か
ま
づ
く
り

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
17
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈮

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
日
本
語
教
室
（
河
﨑
）

　
☎
０
９
０‐

３
４
１
３‐

２
９
７
２

こ  

え
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博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
前
津
江
町
の
自
然
‐
豊
か
な
自
然
と
そ

の
魅
力
‐
展
　

■
と
き
　
２
月
２
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈷
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
休
館
日
は
月
曜
日
。
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
、
翌
日
休
館
）

■
と
こ
ろ
　
博
物
館

■
入
館
料
　
無
料

②
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　

　
２
月
の
テ
ー
マ
は
「
葉
脈
標
本
づ
く

り
」
で
す
。

■
と
き
　
２
月
16
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

住
宅
セ
ミ
ナ
ー

住
宅
に
ま
つ
わ
る
神
様
の
お
話

■
と
き
　
２
月
23
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

■
参
加
費
　 

無
料

※
詳
細
は
（
公
社
）
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支

部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支
部

　
☎
㉔
６
０
２
２

　
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

くらしの情報

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
訓
練

 

市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
‐

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
を

使
用
し
た
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
放
送
を
実

施
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
20
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

■
放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。
」

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
　

問
防
災
・
危
機
管
理
課

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

移
住
奨
励
金
の
申
請
お
忘
れ
な
く

　
日
田
市
に
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
に
転

入
し
た
人
に
、
移
住
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

■
対
象

・
Ｕ
タ
ー
ン
者
（
過
去
に
５
年
以
上
継
続

し
て
日
田
市
に
住
民
登
録
し
て
い
た

人
）
が
い
る
転
入
世
帯

・
若
者
（
申
請
時
点
で
39
歳
以
下
の
人
）

が
い
る
転
入
世
帯

※
転
入
し
た
世
帯
の
中
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
い
な

い
場
合
、
申
請
時
点
で
39
歳
以
下
の
人
が
い

な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
奨
励
金
の
額
　

・
Ｕ
タ
ー
ン
世
帯

　
一
人
２
万
円
（
世
帯
上
限
５
万
円
）

・
若
者
世
帯

　
一
人
５
万
円
（
世
帯
上
限
10
万
円
）

■
条
件

・
世
帯
全
員
が
転
入
前
の
直
近
５
年
以
上
、

日
田
市
以
外
に
住
民
登
録
し
て
い
た
こ
と

・
転
勤
や
福
祉
施
設
入
所
な
ど
の
一
時
的

な
転
入
で
は
な
い
こ
と

・
５
年
以
上
日
田
市
に
住
む
こ
と
　
な
ど

■
申
請
期
限
　
転
入
日
か
ら
１
年
以
内

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

大
分
県
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
開
始

　
大
分
県
交
通
災
害
共
済
の
平
成
31
年
度

加
入
申
込
み
を
２
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
交
通
災
害
共
済
は
一
人
年
間
３
６
０
円

の
掛
金
で
、
万
一
の
時
に
お
互
い
に
助
け

合
う
制
度
で
す
。
日
田
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
れ
ば
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
自
治
会
を

通
し
て
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
内
容

を
確
認
の
上
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
掛
金
を
添
え
て
班
長
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

※
市
民
課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
で
申

込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

最
低
賃
金
の
確
認
を

　
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、
使

用
者
は
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

大
分
県
の
最
低
賃
金
は
、
平
成
30
年
10
月

１
日
か
ら
１
時
間
７
６
２
円
に
改
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
産
業
別
最
低
賃
金
も
同
年

12
月
25
日
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
別

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
労
働
局
最
低

賃
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
　
　

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

　
日
田
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
㉒
６
１
９
１

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
品
下
見
会

　
公
売
す
る
物
品
（
動
産
）
の
下
見
会
を

行
い
ま
す
。
直
接
確
認
で
き
る
の
は
下
見

会
の
み
で
す
。
ま
た
、
公
売
物
品
は
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
19
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
公
売
予
定
物
品
　
書
籍
、
皿
、
壺
な
ど

■
公
売
へ
の
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://koubai.auctions.yah
oo.co.jp

）
か
ら
申
込
み

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
２
月
15
日
㈮

　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
14
日
㈭
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

ひ
た
の
恋
恵
販
売
受
付

■
販
売
物
　
袋
詰
肥
料
15
キ
ロ
グ
ラ
ム

■
成
分
　
窒
素
３
・
３
％
、
リ
ン
酸
５
・
０
％
、

カ
リ
ウ
ム
０
・
５
％
未
満

■
販
売
手
数
料
　
１
袋
50
円

■
申
込
方
法
　
は
が
き
で
申
込
み

※
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
昼
間

の
連
絡
先
）
、
申
込
数
量
（
1
世
帯
20
袋
ま

で
）
を
記
入
。

※
電
話
及
び
来
所
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
送
付
先
　
〒
８
７
７
‐
０
０
７
７

　
南
友
田
町
６
５
１

　
日
田
市
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限

　
２
月
15
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

■
販
売
方
法
　
申
込
み
順
に
販
売

※
電
話
で
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
引
き
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

※
１
日
の
生
産
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
数
か

月
〜
１
年
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
４
７
２

骨
髄
バ
ン
ク
の
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
を
支
援
し
ま
す

　
骨
髄
等
の
提
供
を
行
っ
た
人
（
ド
ナ

ー
）
と
そ
の
人
が
勤
め
る
事
業
所
に
助
成

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額
（
１
回
に
つ
き
）

・
ド
ナ
ー
　
14
万
円

・
事
業
所
　
７
万
円

■
申
請
期
限

　
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し
た
日
か
ら
90

日
以
内
、
又
は
３
月
末
日
の
い
ず
れ
か

早
い
日
ま
で

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
平
成
30
年
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童

手
当
を
２
月
５
日
㈫
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、
支
払
が
差
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
平
成
30
年
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
特
別

障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
２
月

８
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

病
児
・
病
後
児
保
育

２
０
１
９
年
度
事
前
登
録
の
ご
案
内

　
病
気
の
子
供
を
一
時
的
に
預
か
る
病

児
・
病
後
児
保
育
室
は
、
市
内
に
３
か
所

あ
り
ま
す
。
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。

■
対
象
児
童 

・
病
児
保
育
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
又

は
保
護
者
が
市
内
に
勤
務
す
る
、
お
お

む
ね
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
児
童

・
病
後
児
保
育
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

お
お
む
ね
生
後
３
か
月
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
児
童

■
申
請
手
続
　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

登
録
申
請
書
を
左
記
に
提
出

※
登
録
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
２
月
８
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
伊
東
薬
局
本
店

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

協
会
け
ん
ぽ
日
田
出
張
窓
口
を

閉
鎖
し
ま
す

　　
窓
口
閉
鎖
の
た
め
協
会
け
ん
ぽ
の
各
種

申
請
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
閉
鎖
日
　
２
月
28
日
㈭
　

※
詳
細
は
全
国
健
康
保
険
協
会
大
分
支
部
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
大
分
支
部

　
☎
０
９
７
‐
５
７
３
‐
５
６
３
０

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
出
産

準
備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
３
月
１
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
３
月
８
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
等

③
と
き
　
３
月
15
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
の
お
話
等

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
②
は
午
後

７
時
〜
９
時
。

（
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
27
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
１
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

■
申
込
期
限
　
２
月
22
日
㈮

※
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

離
乳
食
教
室

　
生
後
５
〜
９
か
月
の
乳
児
の
保
護
者
を

対
象
に
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
６
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
数
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
同
伴
の
人

は
見
学
と
試
食
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
25
日
㈪

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

くらしの情報次回の広報ひた２月15日号は、２月15日㈮に発送します。Information ２.１　

タ
ウ
ン
情
報

イ
ベ
ン
ト

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

フリーランスの人権

　近年、労働人口の不足や景気の影響によっ
て、様々な業種で「働き方改革」が行われ、在
宅ワークや複業などの多種多様な働き方が認知
され始め、そのなかでも“フリーランス”という言
葉をニュースやドラマ等でよく聞くようになり
ました。“フリーランス”とは特定の企業や組織に
属せず、自らの技能を提供することによって社
会的に独立した個人事業主のことです。高い専
門性やスキルを生かす職業を中心に広まってき
ており、フリーランスの人口は年々増加してき
ています。
　しかし、企業などに属していないからと言っ
てセクハラやパワハラなどの問題がないかとい
うと、そういうわけではありません。むしろ、
受注する仕事の有無が収入に直結するフリーラ
ンスにとって「今の仕事がなくなるかもしれな
い」という不安から、セクハラやパワハラに対
して強く拒否できない場合があります。専門性
が高い職種が多いため、仕事を発注する企業等
も限定されやすく、その業界での評判を気にし
て、発注者からハラスメントを受けても相手を
訴えることに消極的になってしまう場合もある
のです。
　また、フリーランスは自営業であり、仕事を
自由に選ぶことができるため「仕事相手と取引
を中止し、関係を断ってしまえばいい」という
認識によって周囲からの理解も得づらく、問題
が起きても家族や友人にも相談することが難し
いのが現状です。
　労働人口が減少している中、高い専門性やス
キルを持ち活躍するフリーランスは、貴重な人
材であるとともに、尊重されるべき人権を有す
る一人の人間です。たとえ業務を発注したので
あったとしても、そのことを盾に、何を要求し
てもいいというわけでは決してないのです。　
　業務の効率化だけでなく、お互いに尊重しあ
える環境を作ることが本当の意味で「働き方改
革」と言えるのではないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

高
齢
者
の
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

合
同
発
表
会

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
室
や
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
で
、
1
年
間
練
習
、
修
練
し
た
高
齢

者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
披
露
す
る
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
23
日
㈯
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
内
容
　
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
カ

ラ
オ
ケ
、
地
区
代
表
芸
能
団
な
ど 

※
ロ
ビ
ー
で
は
、
各
教
室
の
作
品
や
市
老
連
活

動
写
真
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２
１
２
３

木
育
講
演
会

　
身
近
な
木
に
親
し
み
、
触
れ
る
こ
と
で

木
や
森
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
き
っ
か
け

作
り
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で

は
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い
る
木
製
お
も
ち

ゃ
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
６
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
演
題
　
「
人
と
木
と
の
関
わ
り
の
大
切

さ
の
再
検
討
」

■
講
師
　
熊
本
大
学
教
育
学
部
　
副
学
部

長
・
教
授
　
田
口
浩
継 

氏

■
参
加
費
　
無
料

※
下
記
に
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
ル
ー
ム
の
利
用
も
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
募
集
数
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

　
　
㉒
８
２
４
６

　
★rinsei@

city.hita.oita.jp

市
民
活
動
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け

事
業
計
画
の
作
成
講
座

　
地
域
課
題
の
解
決
を
行
う
市
民
活
動
団

体
の
運
営
に
か
か
せ
な
い
事
業
計
画
作
成

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
13
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

■
講
師
　
戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

　
新
見
泰
之 

氏

■
申
込
期
限
　
２
月
12
日
㈫

※
申
込
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

　
共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

親
子
で
楽
し
む
！
ゲ
ー
ム
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

　
小
学
３
年
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）
を

対
象
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
教
材
Ｃ

ｏ
ｄ
ｅ 
Ｍ
ｏ
ｎ
ｋ
ｅ
ｙ
（
コ
ー
ド
モ
ン
キ

ー
）
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
本
格
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

■
募
集
数
　
親
子
５
組

■
参
加
費
　
無
料

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
貸
出
有
り
。

■
講
師
　
Ｅ
Ｃ
カ
フ
ェ
大
分

※
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

植
樹
祭
参
加
者
募
集

　
福
岡
都
市
圏
の
水
瓶
で
あ
る
上
流
域
と

下
流
域
の
市
民
が
交
流
を
行
い
、
水
源
林

を
守
り
育
て
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て

相
互
理
解
を
深
め
る
も
の
で
、
田
来
原
美

し
い
森
づ
く
り
公
園
の
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
23
日
㈯
　
午
前
11
時
15
分
〜

■
と
こ
ろ
　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
２
月
20
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
52
３
１
０
１
（
大
山
振
興
局
内
）

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

募
集
説
明
会

　
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
新
た
に

募
集
す
る
た
め
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
研
修
会
議
室

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
地
方
創
生
推
進
課
創
生
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

昔
の
街
並
み
・

川
の
風
景
写
真
を
募
集

　
「
筑
後
川
１
０
０
年
史
」
の
制
作
に
向

け
、
筑
後
川
流
域
の
街
並
み
や
川
の
風

景
、
川
や
水
に
関
わ
る
生
活
の
様
子
な
ど

の
写
真
を
募
集
中
で
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
限
　
２
月
28
日
㈭

※
申
込
等
詳
細
は
筑
後
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
（
一
社
）
北
部
九
州
河
川
利
用
協
会
筑

後
川
流
域
写
真
係
（
一
宮
・
古
賀
）

　
☎
０
９
４
２
‐
３
４
‐
６
７
３
３

　
都
市
整
備
課
地
域
整
備
係

　
☎
㉒
８
３
２
５
（
市
役
所
５
階
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目
　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大

工
、
左
官
、
木
工
）

■
募
集
条
件
　
建
築
職
人
を
目
指
す
人
　

　
（
性
別
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
訓
練
期
間
　
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
授
業
料
　
月
額
５
０
０
０
円

■
募
集
数
　
15
人
程
度

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈰

※
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
又
は
日
田
共
同
職
業

訓
練
協
会
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
藤
原
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
０
‐
４
６
５
９

　
日
田
共
同
職
業
訓
練
協
会
（
坂
本
）

　
☎
０
９
０
‐
３
０
１
０
‐
２
７
９
７

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
３
回
大
肥
郷
麦
踏
み
交
流
フ
ェ
ス
タ

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
〜

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学

校
）
及
び
周
囲
の
麦
畑

問
夜
明
交
流
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
16
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
桂
林
公
民
館
　
集
会
室

□
参
加
費
　
９
０
０
円

　
（
資
料
代
・
保
険
料
含
む
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
☎
０
９
０‐

５
９
３
０‐

２
９
１
０

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
〜
子
供
の
金
銭
感
覚
を
養
う

お
小
遣
い
の
渡
し
方
、
モ
ノ
の
与
え
方
〜

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
咸
宜
公
民
館

問
家
庭
倫
理
の
会
日
田
市
子
育
て
委
員
会

　
☎
０
８
０‐

１
７
２
４‐

３
９
８
３

「
折
り
紙
」
で
世
界
の
な
か
ま
づ
く
り

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
17
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈮

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
日
本
語
教
室
（
河
﨑
）

　
☎
０
９
０‐

３
４
１
３‐

２
９
７
２

募
集
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まちの話題

市の村トンネル開通おめでとう
　12月15日に、天瀬町赤岩を通る国道210号の約
１キロにわたる改良事業が完了し、天瀬公民館体育
館並びに市の村トンネル内で開通式典が行われた。
天瀬改良は崩落の危険性が高く急峻な地形を回避
し、安全性・走行性の向上を目的に行った。
　当日はスコップ三味線の演奏や町内３つの園から
来た園児たちなどが参加し、開通を祝った。

出口にサンタさんが来たよ
　12月９日、出口コミュニティーセンター体育館
で2018ウインターフェスタが開催された。いでぐ
ち交流館「えびす」が主催となり、イルミネーショ
ンの点灯式やお楽しみ抽選会、水郷ハーモニカクラ
ブの演奏が行われた。当日はサンタクロースもやっ
てきて、新１年生になる子供たちを祝い、子供たち
の笑い声が会場に響いていた。

寒さに負けない！マラソン大会
　12月９日、前津江小学校で家族や地域の人が見
守る中、マラソン大会が開催された。子供たちは毎
朝、釈迦岳の標高1231メートルにちなんで、「１
年間に運動場1231周すること」を目標に釈迦岳マ
ラソンを行い、体力作りをしている。
　記録更新を目指し、寒さに負けず頑張る児童たち
の姿に熱い声援が送られた。

ＢＯＳＡＩ ＣＡＭＰ ｉｎ 前津江
　12月９日、前津江小学校体育館で前津江小中学校
連合育友会主催による「BOSAI　CAMP　in　前津
江」が開催された。地域おこし協力隊の松永さんら
４人の講師が指導し「非常持ち出し袋作り、ダンボ
ールベッド作り、ツナ缶ランプ作り」などの体験を
行った。皆で知恵を出し、災害から命を守るため物
や心の備えの大切さを学んだ。

木の温もりに囲まれて
　12月９日、パトリア日田で「第10回日田の木と
暮らしのフェア」が開催された。このイベントは林
業・木材産業のＰＲを目的に、見て・触れて、木の
良さを知ってもらうために行われた。会場では、木
製品や家具の展示、木工教室、高性能林業機械の実
演などが行われ、木の良さと温かさに触れる１日と
なった。

高速バス「日田～湯布院線」運行開始
　12月１日から高速バス「日田～湯布院線」が３
月31日までの期間限定で運行を開始した。近年増
加傾向にある外国人観光客の動向を踏まえて実施す
ることになったもので、日田～湯布院間を１日５
便、最速60分で結ぶ。運行開始当日は、記念イベ
ントも開催され、関係者をはじめ「たんそうさん」
や「かめたん」が運行開始をお祝いした。

丸太に悪戦苦闘！？
　12月16日、萩尾公園内の萩尾の森トレイルコー
スで「天領日田トレイル駅伝2018」が開催され
た。１周３キロのコースを４人でタスキをつなぐ駅
伝と小学生を対象とする個人戦が行われた。選手
は、ユニークポイントとして設置された丸太切りに
悪戦苦闘しながらも、森林に触れ清々しくレースを
楽しんでいた。

楽しく防火教室
　12月12日、月隈こども園で防火教室が開催され
た。空気が乾燥し、火事の起こりやすい季節に防火
に関する普及啓発を図ることを目的に行われた。教
室では、女性消防団員手作りの「防火かるた」や○
×クイズで火事を起こさないための注意点を学ん
だ。「防火物知り博士認定書」が授与された園児た
ちは楽しみながら防火意識を身に着けた。

天瀬 日田

前津江

日田

い で ぐ ち
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まちの話題

国土交通大臣表彰に選定
　12月16日、特定非営利活動法人下筌ダム湖と森
の会が、優れた地域づくり活動を表彰する「手づく
り郷土賞」に選定された。同会は昭和63年から30
年にわたって「蜂の巣湖桜まつり」を継続するとと
もに、平成14年から福岡市の住民を招いて上下流
交流を深めてきたことが評価された。毎年、地元と
福岡市の住民たちが協力して、春に湖畔で桜を植樹
し、秋には木々の周辺を下草刈りするほか、芋掘り
やカヌー体験等も行っている。東京で開催された発
表会では、川でつながる住民どうしで、今後もダム
湖の水や自然を守る笑顔の交流を続けていくことを
伝えた。

笑顔でお茶会　健やかなひととき
　中大山地区では、「気軽に楽しくお茶飲みをしよ
う」と隣近所の住民が誘い合い、毎月１回集落セン
ターで楽しい時間を過ごしている。持ち寄ったおや
つを食べながら近況を話し、保健師の健康相談や体
操、体力測定にも積極的に取り組んでいる。「たま
には思いっきり笑わな」「次は何するかい？」と、
気負わない集いの場ができている。

主婦と主夫　かなで書けば同じ「しゅふ」
　12月11日、大山町人権講演会・男女共同参画セ
ミナーが開催された。講師の日高邦博さんは、主夫
となった自身の体験から「年齢や性別・職業などで
はなく、できる人ができることをすればいい」と身
近な人権について講演した。参加者からは「役割を
決めずにできることをしよう」「家族で来ればよか
った」との感想が聞かれた。

おせち料理はお母さんの味で
　12月29日、市ノ瀬地区の女性たちが鯛生金山で
販売するおせち料理を制作した。今回は、女性たち
自らが各家庭の味を生かしたレシピ作りから携わ
り、実際に調理を行った。この試みは、地元住民か
ら自分たちにできる地域振興の一つとして提案され
たもので、年の瀬に村内外のお宅へ「お母さんの手
作りおせち」として販売された。

みんなでペッタンコ！
　12月22日、中津江公民館で子供たちが餅つき体
験を行った。この日は、中津江村と上津江町の小中
学生が集まり、保護者や地域の人々に手伝ってもら
いながら、昔ながらの杵と臼で一生懸命につき、温
かく柔らかいうちに丸める作業を行った。顔や服を
粉で白くさせながらも、つきあがった餅を笑顔で頬
張り、冬休みの楽しいひとときを過ごした。

大山 中津江

ふるさと

無病息災を願って「鬼火焚き」
　１月13日、無病息災と五穀豊穣を願い「上野田
自治会鬼火焚き」が開催された。宮司による神事が
執り行われ、関係者が玉串をささげた後、６メート
ルほどの高さに組み上げられたやぐらに年男・年女
が点火。迫力満点の炎や音に子供たちは「すげ
ー！」と大歓声。その後、女性部から猪肉スペアリ
ブの塩煮や甘辛煮、甘酒が振舞われた。

目指すはラグビー日本代表！
　12月18日、すぎっ子こども園でラグビー教室が
開催された。今年、ラグビーワールドカップが大分
で開催されることから、ラグビーの楽しさを実感し
てもらおうと、大分県ラグビー協会の指導のもとタ
ックルやボール回し等を体験した。「将来はラグビ
ー選手になりたい！」という園児もいて、夢中でボ
ールを追いかける子供たちの声が響き渡っていた。

上津江
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　市では将来の財政見通しを明らかにするため、2019年度から2023年度までの今後５か年の財政推計を作成し、
ホームページに掲載しています。その中から主な内容についてお知らせします。
※普通会計とは一般会計と特別会計の一部（診療所事業・給水施設事業・住宅新築資金等貸付事業・情報センター事業）を一つの
会計としてまとめたものです。

　2023年度までの試算では、市税の大きな伸びは見込めないこと、また、普通交付税についても市町村合併に伴う優
遇措置の終了や人口減少に伴う影響などから減少が大きく、歳出の抑制を行っても財源不足が生じます。財源不足を
補うため、３基金を取り崩すことになり残高が減少します。
　また、市債残高については、災害復旧事業や今後の普通建設事業によって、借入額が償還額を上回る見込みであるこ
とから、残高は増加していきますが2023年度では減少に転じる見込みです。

　※３基金残高とは、財政調整基金・減債基金・退職手当基金の３つの基金を合算した額のことです。

問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）

経常収支比率とは、税など自治体が自由に使える収入に対し、公債
費や人件費、扶助費といった経常的に必要な費用の占める割合のこ
とで、家計に例えると給料などのような毎月決まって得られる収入
に対して、住居費や光熱水費、ローンの返済などのような、毎月確
実に支出しなければならない経費の割合のことです。
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歳入

歳出

202320222021202020192018

413.7億円

403.9億円

409.4億円

402.1億円

390.3億円

385.5億円

404.7億円

399.4億円 376.9億円

372.9億円
359.3億円

355.5億円

（年度）

（億円）

95.9％ 96.6％ 0.7ポイント

2019年度
①

2023年度
②

差し引き
②－①

３基金残高と市債残高（市の借金）の推移

歳入・歳出の推移

経常収支比率

　こうした厳しい財政状況に適切に対応していくため、歳入の確保に努めながら、経常経費の更なる抑制や事業の重点
化等の取組を行うとともに、公共施設等総合管理計画に基づく施設の総合的かつ計画的な管理、統一的な基準による
財務書類の分析及び活用、公営企業会計の地方公営企業法適用の推進など、財政マネジメントの取組を強化し安定的
な財政運営に努めます。

財政の健全化に向けて

日田市の財政推計　普通会計日田市の財政推計　普通会計日田市の財政推計　普通会計

※災害復旧に関する経費について
　投資的経費に含まれる平成29年７月九州北部豪雨関連の災害復旧経費については2017年度から2023年度までの間で81.0億円を
　見込んでいます。

※総額は、端数処理のため内訳と一致しません。

（億円）

（年度） （年度）

（億円）
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　この推計は、2018年度の決算見込額及び事業実施計画を基礎に、以下の目的で試算しました。
　①健全な財政運営のために必要となる2019年度から2023年度までの５か年の予算編成の基礎的資料とします。
　②中期的視点から、日田市総合計画における施策や事業を進める際の財源の目安とします。
　③市の将来の財政状況を市民に公表し、本市の行財政運営に対する理解をお願いするものです。
　※将来の予算額を決定したものではありません。

財政推計の目的

歳入

歳出

2019年度
①

2023年度
②

差し引き
②‐① 概要

（単位：億円）

（単位：億円）

市税

地方交付税

79.0

117.7

78.2

108.5

△0.8

△9.2

国県支出金 99.2 81.7 △17.5

市債 54.0 32.9 △21.1

その他 52.3 54.1 1.8

歳入総額 402.1 355.5 △46.6

景気はゆるやかな回復基調にあるものの、大きな伸びは見込めず、税制改正によ
る法人市民税の減少見込みと合わせて全体ではほぼ横ばいと見込んでいます。

合併による普通交付税の優遇措置は2019年度に終了し、その後は人口減
少などの影響によって、推計期間を通じて減少する見込みです。

事業費の増減に伴い各年度で変動しますが、2019年度では災害復旧に係る
国庫負担金等が含まれるため、復旧の進捗に応じて減少する見込みです。

国県支出金と同様、2019年度では災害復旧に係る市債の発行を見込んで
います。復旧の進捗に応じて減少しますが、その他事業費の増減に伴い、
各年度で変動します。

総合戦略に盛り込まれた事業等の財源を補うため、特定目的基金の繰入れ
の増加を見込んでいます。

※財政調整基金・減債基金・退職手当基金からの繰入額は含めていません。

区分

扶助費

人件費

公債費

投資的経費

その他

歳出総額

57.9

80.8

49.0

87.6

134.1

409.4

54.2

79.4

47.0

43.8

134.9

359.3

△3.7

△1.4

△2.0

△43.8

0.8

△50.1

職員人件費は、日田市定員管理計画（2015～2020年度）の職員数に基づ
き算定し、計画期間以降は職員数が維持される見込みです。
※退職手当は、2019年度が約8.3億円、2023年度が約4.9億円。
障害福祉関連はサービス利用者の増等から増加を見込んでいます。
児童関連費用は幼児教育・保育の無償化などサービスの拡充が見込まれま
すが、児童数の減少に伴い、給付費等は減少する見込みです。
既に借り入れた地方債の償還金であるため各年度で変動があります。一部の年
度で繰上償還を実施することによって、減少する見込みです。
普通建設事業費については、2019年度実施計画を参考に事業費を計上していま
す。また、平成29年７月九州北部豪雨災害に係る復旧経費を引き続き計上して
います。

日田市版総合戦略に盛り込まれた事業費として、2019年度以降の毎年度に
約20億円程度見込んでいます。

区分 2019年度
①

2023年度
②

差し引き
②‐① 概要
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地域おこし協力隊活動⑫
地域を盛り上げます！ 今回は市内のＮＰＯの支援活動をしている日隈さんを紹介します！

日隈 諒さん
りょう

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　２月９日㈯　
　午後３時～３時30分
　２月23日㈯
　午前11時～11時30分
□ところ
　児童コーナー

  

心の架け橋

　皆さんは、車いすに乗ったことがありますか。車い
すで、道を歩いたことがありますか。
　日頃、何気に歩いている日田の道には、車いすを利
用する人にとって、実は多くの障壁があります。
　歩道があっても、車いすが通れる幅がない、斜めに
傾いていて前に進みにくい、段差に引っかかるなど、
町歩きを楽しむには少し大変です。また、側溝の穴に
前輪が落ち込むことも多く、本当に小さな事でも大き
な障壁となります。
　車いすで日田をよく移動する人は「日田の町は移動
しにくい所が多くて困ります。だけど、その都度、助

車いすで日田のまちを歩く～全ての人に優しいまち～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０

障がいへの理解

土日 月 火 水 木 金

２月の休館日（○…休館日）

９
16
23

２

28

７
14
21

４
11
18
25 27

６
13
20

１
８
15
22

26

５
12
19

10
17
24

３

◆
お
店
を
開
い
た
き
っ
か
け

　
子
供
の
頃
か
ら
お
菓
子
作
り

に
興
味
が
あ
っ
た
た
め
、
誰
で

も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
お
菓

子
を
作
り
た
い
と
考
え
、
７
年

前
に
ス
コ
ー
ン
専
門
店
を
開
店

し
た
。
こ
の
お
店
は
、
以
前
幼

稚
園
教
諭
と
し
て
働
い
て
い
た

と
き
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子

供
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
も
あ
り
、
開
店

に
は
、
周
り
の
人
の
応
援
、
後

押
し
を
受
け
、
何
と
か
一
人
で

始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
昨
年
７
月
に
新
た
な
場
所
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て

ス
コ
ー
ン
以
外
に
も
焼
き
菓
子

食
を
通
し
て
全
て
の
人
に
安
心
を

な
ど
も
作
る
よ
う
に
な
り
、
日

田
産
の
食
・
日
田
の
職
人
が
手

掛
け
た
商
品
も
店
頭
に
並
べ
、

食
を
通
じ
て
日
田
の
モ
ノ
づ
く

り
も
伝
え
る
場
と
し
て
い
る
。

◆
こ
だ
わ
り

　
シ
ン
プ
ル
で
美
味
し
い
も
の

を
提
供
し
た
い
。
使
用
す
る
材

料
は
全
て
国
産
で
日
田
の
食
材

を
中
心
に
、
保
存
料
・
防
腐
剤

を
一
切
使
用
せ
ず
、
誰
で
も
安

心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
食
材
を
選
ん
で
い
る
。

◆
今
後
の
課
題

　
店
の
名
前
は
、
ま
る
せ
（
マ

ル
シ
ェ
）
＝
市
場
を
意
識
し
名

付
け
て
お
り
、
地
元
の
良
さ
を

再
認
識
し
て
も
ら
い
、
観
光
客

や
日
田
の
人
に
も
気
軽
に
寄
っ

て
も
ら
え
る
市
場
の
よ
う
な
場

所
に
し
た
い
。

◆
今
後
の
抱
負

　
小
さ
な
子
供
か
ら
大
人
ま
で

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
お
菓
子

を
作
り
続
け
た
い
。
そ
し
て
、

お
店
に
置
く
メ
ニ
ュ
ー
を
お
菓

子
以
外
に
も
日
田
の
食
を
伝
え

る
も
の
（
野
菜
の
ス
ー
プ
等
）

を
定
番
化
し
た
い
。
日
田
の
良

い
と
こ
ろ
を
伝
え
る
場
と
し
て

提
供
で
き
た
ら
嬉
し
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の
輝
き
人
を
紹
介
し
ま
す
―

　
今
号
は
、
国
産
・
日
田
産
に
こ
だ
わ
る

　
豆
田
町
在
住
の
お
菓
子
職
人
「
仙
﨑
あ
ゆ
み
さ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　母親になり食の安心をもっと大
事にしたいと思うようになりまし
た。是非、一度見に食べに来てく
ださい！

新刊情報

オウム死刑囚魂の遍歴

門田隆将／著
ＰＨＰ研究所／出版

「修行の天才」と呼ばれた井上嘉浩。人々の幸せを願った
少年はいかに教団に見入られ、なぜ教祖・麻原彰晃と対決
し、絶望と悔悟の果てに、何を見たのか。遺された「獄中
手記5,000枚」が明かす驚愕の真実。

　昨年11月に佐賀市からＵターンで戻りました、日隈諒
と申します。
　佐賀では、財団法人の事務局として助成金申請のお手伝
いやセミナーの開催などを担当し、その後、農業支援をす
るＮＰＯ法人の立ち上げから運営までを行っていました。
ＮＰＯでの活動を通して、地元に帰って仕事をしたいとい
う気持ちが強くなり、７月に仕事を辞め、日田に帰ってき
ました。
　現在は、地域活動を行う団体やＮＰＯの支援として、様
々な活動をしている団体のヒアリングやセミナーの企画な
どを行っています。
　どうぞよろしくお願いいたします。

けてくれる人がいてくれるので良かった。」と話して
いました。また、別の人は、歩道の段差に車いすが引
っかかり困っていたら、何も言わなくても、通りがか
りの人が助けてくれた経験もあり、ちょっとしたこと
だけど、嬉しかったとのことでした。
　車いすの人が移動しやすい町は、ベビーカーやシル
バーカーを利用する人や高齢者にも優しい町です。キ
ャリーバックを使う観光客にとっても、日田の町が歩
きやすくなると思います。環境の優しさと、人の優し
さを合わせ持った日田にしていきたいです。

返却された本を書架に戻す作業や本の修繕作業など様々
な作業があります。
■期間
　年間を通して参加できるとき
■内容
　書架の整理、本の修繕・装備、館内外の環境美化、
　読み聞かせ等
※申込みは随時窓口で受け付けています。

職員と一緒に、図書館で購入する本を選びます。
■期間
　４月～翌年３月
■内容
　書籍販売会社から配送された図書の内容を確認し、購
入することが適当と思われる図書を選書します。
■申込期限
　３月15日㈮
※申込書は窓口に備え付けています。

図書館ボランティア 選書モニター

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

大好き図書館！

職員と一緒に図書館を盛り上げるボランティアを募集しています。
活動の主な内容は以下のとおりです。本が好きな人、飾りを作るのが好きな人、
図書館に興味がある人の応募をお待ちしています。
※詳細は窓口、又は電話でお問い合わせください。
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成30年12月31日現在） 

■人口　
　65,834人
　（前月比-67人）
・男　31,156人
・女　34,678人
■世帯数
　27,365世帯

　★わくわく制作
　（おひな様制作）
　７日㈭・８日㈮　11:00～
　お弁当の日
　14日㈭　12:00～13:00
　３Ｂ体操
　19日㈫　11:00～
　療育事業（音遊び）
　22日㈮　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　２月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●バレンタインデープレゼント作り
　９日㈯　10:30～11:30
　リズム遊び
　14日㈭  10:30～11:00
●おひな様制作
　　27日㈬　15:30～16:30
　　28日㈭　10:30～11:30
　

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

　レクリエーション
　９日㈯　10:30～　
●お話し会　　
　　13日㈬　10:30～
　　23日㈯　10:30～
　おひな様制作
　27日㈬  10:30～
　
　

●お誕生会（豆まき）
　５日㈫　10:00～12:00
●せいまお兄さんと遊ぼう
　６日㈬　10:00～11:00
●おしゃべりタイム
　25日㈪  10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★バレンタインクッキング
　14日㈭  10:00～　
　※募集数10世帯。
★おひな様作り
　21日㈭　①10:00～12:00、
　　　　　 ②13:30～15:00　※募集数各10人、材料費100円。
★お誕生会
　22日㈮　11:00～
※誕生者は10:45までに来てください。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●初めての日
　７日㈭　９:00～12:00、　
　　　　　13:00～16:00
●ベビーマッサージ
　14日㈭・27日㈬　11:00～12:00
●身体計測
　21日㈭　11:00～12:00
●お誕生会
　25日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
★親子クッキング
　15日㈮　10:00～12:00
●ファーストパパママ＆
　わらべうたベビーマッサージ
　19日㈫　13:30～15:00
★アロマ教室
　21日㈭　10:30～12:00
★ひなまつり会
　22日㈮　10:30～12:00

乳

乳

乳

乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ２
　４月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　３月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （１歳・田島３丁目）

かのん
林 花音ちゃん

さき
大藏 咲ちゃん
（１歳・清岸寺町）

小

小

乳

乳

小

あやね
樋口絢音ちゃん
（１歳・吹上町）

り く ときんしろう
渡辺理空冬ちゃん
（１歳・南元町）

穐本悠希ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

ゆうき
小野七々桜ちゃん
（１歳・諸留町）

な な お ちあき
小埜千暁ちゃん
（１歳・小迫町）

鈴木空詩ちゃん
（２歳・田島１丁目）

そ ら
冷川由宇ちゃん
（２歳・玉川町）

ゆ う かのん
安部愛望ちゃん
（２歳・有田町）

こうた
梅江晃大ちゃん
（２歳・藤山町）

そうま
梶原颯真ちゃん
（１歳・前津江町赤石）

きょうすけ
日野亨祐ちゃん
（１歳・下井手町）

ひ ま り
一柳陽茉梨ちゃん
（１歳・天神町）

　　　髙村金志郎ちゃん
（１歳・石井町２丁目）

り に ごうた
森山璃虹ちゃん
（２歳・大鶴町）

金古剛汰ちゃん
（３歳・大山町西大山）

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９
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地域や団体で開催する、地震や風水害などの災害に対応するための研修会等に職員を
派遣します

市内の団体やグループの要望によって、職員等が出向いて説明を行います。

　１月３日、午後６時10分頃、熊本県熊本地方を震源とするマグニチュード５.１の地震が発生しました。
熊本県和水町で震度６弱を観測し、本市でも震度３を観測するなど、市内の全域で揺れを観測しました。
　地震は風水害と違って、発生を予測することが困難です。いつ大規模な地震が発生しても対応できるよ
うに行動の確認をしましょう。

➊まず、身の安全を確保する
　大きな揺れを感じたら、テーブルや机の下などに身を隠し自分の身を守ります。
➋すばやく火の始末
揺れがおさまったら、使用中の火を確実に消し、ガスの元栓やコンセントなども
落ち着いて対応しましょう。

➌ドアや窓を開けて逃げ道の確保
戸や窓が変形して開かなくなることがあります。マンションなど中高層住宅は特に注意
しましょう。

➍火が出たらすぐに初期消火
消火器などの備えやチェックのほか、日頃から消火訓練を行いましょう。

➎懐中電灯・非常持出品は手近に用意
夜間の停電や避難に備え、家の中の手近なところにリュックで用意しておきましょう。

➏慌てて外に飛び出さない
外に逃げるときは、瓦やガラスなどの落下物に注意しましょう。
また、必ず靴を履きましょう。

➐山崩れ・崖崩れに注意
危険のある地域では早めに避難しましょう。また海岸沿いにいるときは、津波にも注意
が必要です。塀際や狭い路地などにも近づかないようにしましょう。

➑避難は徒歩で行う
避難時はエレベータや車は使用しません。

➒正確な情報の収集と落ち着いた行動
ラジオやテレビなどから正しい情報をつかみ、デマや噂に惑わされないよう
落ち着いて行動しましょう。

➓協力して助け合い
お年寄りや身体の不自由な人、ケガ人などには声をかけ、みんなで助け合いましょう。

番号 講座名（防災関係抜粋） 担当課

※上記のメニューは１か月前までにお申し込みください。
問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

地域防災活動の取組を促進するため、県に登録している防災アドバイザーを派遣します。
※研修等開催日の35日前までに、下記にお申し込みください。
問防災・危機管理課☎㉒８３６３

日田消防署

建築住宅課

防災・危機管理課

３２

３３

３４

防災の話し～災害に備えて～

住宅の耐震診断・耐震補強について
～わが家の耐震診断してみませんか？～

自主防災について～防災対策はできていますか？～

■

■

今、地震が起きても
対応できるように
備えていることが
大切です！
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